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U．＝llefiOCT｝｛OCIES；llpOll．＝fipOUeCCH◎aS；X・＝・nOKanH30BaHHOCn　KertCTBHfi　BO　BpeMeHli
（o雌a＞聯1，Ka綱o　pa3等と結合し得る能力。完了体は容易にこれらと結び得るが，ある条件下
ではHeflOKaHH30BaHHOCThを表わすuaCTO，　Bcema等とも結び得る）。
正至acT．＝BLIpax（e田｛e　BHe3a班Nopo　HacTyfi耳emfff　OPaKTa　　（HaΦo薮e　fipeAIIIecTByU）瓢e踵iUIHTeJILH◎cTA　KHg
oTcYTcTBHE・BcfiK◎ro　ZaeRcTBml）．（BXXpyr，　BHe3allHoなどと結ぶ能力）。9◎cll・　＝　nocllelloBaTellbH◎cl［［E・，
OllH．＝OnHoBpeMeHHoc”ts．
　この表によれば，根対的には不完了体の特徴無標項的な（HeMaPKvapOBaHHbA，　uumarked）性格，完
了体の有標項的（MaPKKP。Ba｝IHblPt，　marked）な性格が判る様にもとれる。しかし，これはもっと，広
範囲の現象を捉えてみる必要がありはしないだろうか。ラスードヴァの場合をもっと体系化して
同じ様に整理するのも～つの方法だと考えられる。
　しかし，ボンダルコは，多数の機能上での主要特質《正◎M蝋躍T》を取り上げれば，それは完了
体ではUeHocTH。c・rs，不完了体ではnpolleccHo（）rbであ1），　Uellocmocraは，ある意昧ではRp◎lleccHocTb
の対立物でもあるし，この特徴のもう～つの爾は，まさに内的限界の概念であり，npoueCCHoczz
は，まさにそのような限界による制約をもたない，ということで，決して相互に矛盾・排除し合
　　　　　　　　　　　　　　　　⑪
うものではない，とも述べている。全～性と限界性は，歴史的にも，ラズムーセンの定義に見る
様に，同一平面で提えられているではないか，という訳である。そして，不完了体は無標示項で，
弱い事項だけれども，その表現力の点では完了体に劣らない多数の積極的な意味をもつのだ，と
結んでいるのである。ボンダルコの場合，欠性対立論はそのままに，全一性理論と限界性理論の
和解を試みているのである。
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　これに対して，アヴィーmヴァは，最近，内的限界牲の理論を擁護して，二つの論拠をあげて
いる縣＿に，ヴ、ノグラードブのマゾ。購を引胤乍ら調臓猴の漸蜘逐次的澱
階的進展の方法によって限界に達する合成的，組み合せ的行為を表わすnonoxxams，　flOBSITanK”BaTb，
nOHaCTpon・ES等の場合は，全一性で捉えられない，という事，第二に，体のカテゴリー一は極めて語
彙・意味との関係が深いカテゴリーであり，意味こそが対のペアの形成の可能性を支配しており，
意味的には限界動詞磯peπe∬LHLIe班aro服》だけが体のペアを形成し得るのであって，その動詞が，
まさに完了体では，抽象的・質的・文法的限界を表わすのだ，としている。
　動詞の語義が体の意味の出現に影響を及ぼす因子の一つである事は，多数の研究者たちによっ
て指摘されているが，アヴィーWヴァの場合，文脈とは一癒離れて，動詞の語義を綿密に追及し
ている。その意味分類は主として，チェコの学者ダネシ（Fr．　Dane§）の分類を基礎にしてなされて
　　⑳
いる。この分類の検討については稿を改めて，いずれ考察したい，と考えているが，本稿におい
ては，割愛しておきたい。
　そうした語義に対する考察からアヴィーPヴァが引き出している結論の内，1）完了体は内的抽
象的限界の意をもち，不完了体はその限界達成への志向性を表わす，という点で，2）二つの体の
対立は，決して欠性対立でなく，　〈3KBHffoHeHT？｛a5｛　oH”031iwwH》（a　equip◎11ent◎PPositi◎n）である，と
している点，3）体のペアを組む動詞はお互いに別語であり，動詞派生～般の欄溺的場合にすぎな
い，としている点，したがって，体のペアとしてあげられているものは，形態護に霊点を置くよ
りは，むしろ，意味爾に重点のおかれたペアの表示である為，そこにはMMHepePeKTY！Ba”Hfiもfiep－
〈beKT｝fBa1｛KEもcyfifineTllBH3Mすべて，体のペアとして同等に扱われていること，等については，注
霞しておかねばならない。
　具体的・個男q的現象面での体の用法を決定して行くファクターは，ラスードヴァも指摘してい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑮
るように，書語的（語義的，文法的）要困や発話的要因（伝達課題），そしてAktionsartとの関係，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑯
更には，磯谷氏の指摘になるaKτyanbH。e・・meHeHHeとの関係，等がある訳で，これらを鳥諏する手
段はないのであるから，まだまだ体の問題には未解決の問題が山積しており，数多くの研究課題
が我々の前に提示されている，と書えるのである。
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yKa3aHKe｝｛a　XXOCTva）KeffHe　ttpelleHa　ke益CTBU5三．．＿，
R韻6。llee　a6cTpaKTHslM　3HageH鵬M　fipeAeHa　llettcTBHfi　fienxeTcH　3HageHHe　BHyTpellHero　KaqecTBeH￥or◎
llpellena，　T．　e，　TaKQA　rpaHliUb！　MAM“KpMT｝lllpcKoR　T◎9Kva”，恥XXocTli’）KeH服K◎讐opo触o轟＞KHo　llegepneTb
ce6頂聴peKP島瓢恥帆田。　C・ABanOBa執筆）
A．簸．rBo311eB，　CoBpeMeHHLI蟄pYccKHVa　nurepaTypllblB魍LIK．1，擁3　－Bo　lipocBeuteH猟e，　MocKBa，196フ，．
CTP，306．
－ rpaMMalfMgecKlie　3薮脳e｝姐涯Bx以oB　cBfi3a｝ll・I　c肺lpa》KeHHeM◎［ENo1IleHMfiμe益cTBH夏Kero　npelleny，
3aBep1Heヨ｝IOCH・
工1．R．　Ctv！KpHoB，　rnarollLHoe　BMRoo6pa30BaHlie　B　coBpeMeuHoM　cHoBa艮K◎M　nKTepaTypHoM　ff3h！Ke，143－
B◎HayKa，　MOCKBa，1970，　CTP．17．
A、ft。　Paccy江OBa，　TaM｝㈹．
」．Foぎsyth，　TaM》Ke．　CTP．6－8。
A．B．60HllaPKO，　TaM）Ke，　CTP。10－21．
A，B．　BOH澱aPKO，　TaM》Ke，　CTP　16・
A．B．60HAaPKO，　TaM》Ke　CTP。27－19．
蚤｛．C．ABKnOB＆，TaM》Ke，　CTP　23－24．
B．B．　BHHorpaXXOB，TaM》Ke，　CTP．392・
K．C．　ABwroBa，TaM）Ke，　CTP．13－20．
このような語義の分類は，憲然の慕乍ら，非常に似た形でもって日本語動詞についてもすでに試みられてい
る（「欝本語動詞のアスペクト」金罵一春彦編，むぎ書房，王976年，P．294－306）のは，ロシア語動詞と比
較した場合，興味あるものである。
0．H．　Paccy双oBa，丁蹴》Ke，　cTp．8－16．（磯谷訳，　P．34－42＞
磯谷孝編著，演摺ロシア語動詞の体，蕎妻書勝，P、179－181
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